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教育指導の充実に関する研究グループ

重点

内容

ICTの効果的な活用

１ 校務にICTを効果的に活用する方策
（生成AIの活用）

２ AIドリルの効果的な活用に向けた情報収集と活動啓発

３ 心の天気等を活用した健康観察の取組

４ 学校風土の見える化を図る取組（Web QU）
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１ 校務にICTを効果的に活用する活動の充実

視
点

教員の働き方改革への

貢献
教育の質向上への

間接的貢献
生成 AIの活用における

今日的課題への対応

現
状

情報共有の促進
・情報共有のスピード化・
正確性の向上

・アンケートのフォーム化
による集計時間の大幅な
短縮→指導基盤の整備

・保護者への円滑な情報伝
達

生成 AIの活用による
業務の時間削減
・新規提案文書や保護者

宛文書等の文書作成支
援への活用

・アンケートの記述分析
→情報収集・整理にも

有効

課
題
と
今
後
の
方
策

システムの
運用効率化・安定化

・Word や Excel文書と
の互換性

・スプレッドシートの関
数や設定の整理

・負担軽減につながる活
用法・活用範囲の模索

情報共有手段の
 一本化・一元化
・情報の一本化による見

落としリスクの軽減・
データ入力・集約の一
元化の仕組みと活用の
整備

・保護者に対すポータル
サイト利用促進の継続
的なサポート

「便利なツール」と
しての生成AIの活用
・日常業務への活用の未

定着
・生成AIの出力を吟味

し、教育専門職として
の判断と責任の下での
活用

・活用法の共有とツー
ル」としての認識の浸
透（研修の設定等）

実践交流シートによる各校の取組の交流

活動報告
資料

アイ
コン

プロンプト
（AIへの指示)

文書作成

「生成AI」を初めて使う先生方に向けたスライド資料
※各校のICT研修に活用してほしい

生成AIの
使い方

スライド
作成

「生成AI」スラ
イドは、こちら
からどうぞ。
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２ AIドリルの活用

《活動の方向性》

・子供のための ドリル（ドリルパーク）活用

・名寄市の先生方で有効な活用事例を共有

《具体的活動》

①教職員向けアンケート実施

②教職員向けリーフレットの作成

③地域・保護者向けリーフレットの作成

④児童・生徒向けアンケート実施

AIドリルのリーフレットを掲載している
市HPへの２次元コード
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２ AIドリルの活用

①成果

◎リーフレットにより以下の点が整理された

・使いにくいポイントの把握と課題点の克服

・保護者・地域に対して、導入の意図の周知

②課題

◎意識向上・技術向上

◎環境整備（管理職＋ＭＤＭの協力）

③今後に向けて

◎AIドリルの利用による「育てたい児童・生徒の姿」の共有。

◎学習履歴や正答率、分析結果の活用。

◎子どもたちによる学習方法の選択肢を確保。

◎教師側の不慣れや忙しさを理由に子どもがAIドリルに触れる機会が失われてはならない。

今年度作成したアンケート結果およびリ
ーフレットへのリンク２次元コード
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３ 健康観察等を活用した「心の天気」の活用

スプレッドシート入力による 各校の活用状況の把握 成
果
・
課
題

〇内面理解の可視化
〇早期対応のためのアセスメント
〇機能面の利便性

▲組織的な取組に向けた活用方法の確立
▲既存の取組との重複と時間の確保
▲データの活用とシステムの制約

今
後
の
活
用

◇継続的な活用と改善
・継続的な活用・情報の共有・組織的な対応

◇児童生徒理解の深化と自己振り返りの促進
・「心の天気」等の活用と対面観察の併用
・児童生徒が自分自身を振り返る場面の意図的な設定

◇ローカライズと情報共有の促進
・各校の実態に合わせたツールの活用
・各校の取組を参考にした効果的な活用方法の模索

◇システムの要望
・全教職員が児童生徒の心の状態を確認できる設定の要望

多様な活用状況
・「心の天気」
・スプレッドシート
・活用していない

（学校規模に関連）

実施時間
・登校後の朝、健康観察
の時間、始業前

内容
・「心の天気」
・生活習慣や健康に関す
る具体的な項目

（朝食の有無、睡眠時間、運
動時間、学習時間、メディ
ア利用、体調等）

活動報告
資料
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４ 学校風土の見える化を図る取組「Web QU」
成 果 課 題

〇迅速な指導への活用
・結果⇒即指導

〇情報共有の効率化と
組織的対応
・組織的な対応による不登
校の未前防止等

〇個別指導の質の向上
・アセスメントとしての効

果的な声掛け・働きかけ

△組織全体での共有
・学校全体での共有、具体的

な対応に対する全体共有△効果的な活用
・結果を指導に活かす効果
的な活用△システムの操作性

・視認性
・入力、操作の難しさ
・見づらい、分かりづらい

(デザイン)

スプレッドシート入力による

各校の活用状況の把握

活動報告 資料
今後
の

取組

〇組織的対応の仕組み化
〇継続的な活用と深化
〇活用事例の収集と提案
〇効果的な活用方法の検討

「Web QU」
利用傾向

〇結果の
即時性

〇情報共有
の容易さ
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３ 成果と課題（次年度に向けて）

成 果 課題と今後に向けた取組

〇効果的なICT活用による教員の働き方改革や教

育の質向上への貢献、必要性や有用性の理解

〇児童生徒のAIドリル活用の実態の把握

〇教員の抱えている、AIドリル活用への困り感

の把握と実態に即したリーフレットの作成

〇「心の天気(各学校のシステム）」による児童

生徒の内面理解、早期支援の有効性とシステ

ムとしての課題の明確化

〇「Web QU｣の活用による迅速な対応と今後の

組織的な取組の必要性の確認

△ICTの活用やAIドリルの活用における、教科や

学年、教員の個人差

・事例紹介や研修等の、「ICT活用に対する困り

感（苦手感）」を軽減する手立ての必要性△取組の方法(時間等)、システムの構築、組織的

な情報の共有と活用の工夫・改善

・「誰でも使える」「効果的に運用できる」

「組織的に対応する」視点での取組の推進△教員の働き方改革の視点からの、データ共有

のシステムの構築（昨年からの課題）


